
【資料 5-1】

令和６年度　匝瑳市地域包括支援センター事業報告（市直営型包括） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

〔直営型および西部地域包括支援センターに共通する事業〕 

１　総合相談支援 

　高齢者の様々な相談に応じ、解決に向けて支援した。 

　直営包括担当圏域（中央〔八日市場ホを除く〕、豊和、共興、平和、椿海、野田） 

（１）　相談実績 

　　　○相談形態別（延件数、件）　　　　　○相談内容（重複あり） 　 （件） 

  

 

 

 

 

 

　　　○相談者（延人数）　（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）　実態把握訪問 

市から依頼があった７５歳以上の独居及び８０歳以上の高齢者世帯につい

て、１３８件訪問した。（上記右表中「実態把握」２６５件に含む） 

 

（３）　民生委員児童委員との連携 

　　民生委員児童委員定例理事会に出席し、地域包括支援センター事業について 

 電話 795

 来所 335

 訪問 445

 その他 67

 合計 1642

 介護保険関係 608

 福祉サービス 82

 介護 192

 所得・家庭生活 244

 施設入所 121

 医療相談 386

 苦情相談 17

 権利擁護 270

 実態把握 265

 介護用品 7

 支援方針 187

 生活全般 134

 認知症 283

 ケアマネジャー支援 89

 その他 38

 合計 2923

 本人 535

 家族 441

 行政機関 133

 民生委員 20

 医療機関 131

 サービス事業者 217

 専門機関 44

 その他 121

 合計 1642



の情報提供等を行った。 

　　　６月から７月にかけて、センターの相談地区担当者が民生委員地区定例会に

出席し、相互理解の促進と顔の見える関係づくりに努めた。 

 

２　権利擁護 

高齢者虐待、成年後見制度及び金銭・書類管理に関する相談支援を行った。 

〇　個別相談支援（２７０件、再掲） 

 

３　包括的・継続的ケアマネジメント支援 

ケアマネジャー等からのケアマネジメントに関する相談に対応し、課題の解決 

に向けて伴走支援を行った。 

　　　○相談者（延人数）　（人）　　　　　○相談内容（延件数）　　　　（件） 

　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　地域ケア会議 

ケースに関係する専門職が集まり支援方針の検討を行った。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件） 

 

 

 

 

 

 

 介護支援専門員 49

 サービス事業者 1

 主治医 0

 民生委員 0

 家族 8

 利用者（本人） 28

 関係機関 3

 その他 0

 合計 89

 ケアマネジメント 15

 サービス担当者会議同席 3

 社会資源 1

 主治医との連携 0

 制度説明・確認 5

 同行訪問 16

 困難ケース 31

 家族支援 10

 その他 8

 合計 89

 支援者が困難を感じているケース 17

 自立支援のための地域ケア会議 10

 合計 27

〇支援者が困難を感じている主な個人因子・環境因子について 

　　認知症、独居、身寄りなし、不健康な生活習慣の継続、経済的困窮等 



〔直営地域包括支援センターが主体的な役割を担う事業〕 

 

５　認知症支援 

※オレンジカフェ、オレンジファームはボランティア団体『認知症と共に生きるオレンジの会』主催 

 

 

 項目 内容

 １　相談支援

 ①個別相談 ２８３件（再掲）

 ②認知症の人の家族交流会 １２回　延４７人参加

 ２　普及啓発

 ①認知症サポーター養成講座 

 

１８回開催、延６１２人受講 

・一 般 向 け　９回　１３２人 

・小中学校向け　９回　４８０人

 ②認知症・介護出張相談会 市内のスーパーマーケット等で実施 

５回

 ③広報そうさ等 ・９月号に「認知症」特集掲載 

・図書館に「認知症書籍」特設コーナー

 ３　早期発見・早期対応

 ①認知症セルフチェックサイト アクセス数　延３，００３回

 ②認知症初期集中支援チーム 会議開催なし（該当ケースなし）

 ４　本人支援・家族支援

 ①オレンジカフェ開催支援 １２回　延２４４人参加

 ②認知症の人の家族交流会 １２回　延４７人参加（再掲）

 ③オレンジファーム開催支援 １２回　延２４２人参加

 ５　ネットワークづくり

 認知症支援に携わる人との連携等 ・認知症キャラバンメイト連絡会 

・認知症コーディネーター連絡会 

・多職種連携会議 

「新しい認知症観について、認知症

の方の支援について」参加者６３人



※

６　在宅医療・介護連携推進事業 

住民向けに「人生会議」の周知啓発を行った。 

〇広報そうさ（１１月号）およびホームページへの掲載 

〇野栄いきいき百歳体操祭りにて、参加者１２０名を対象に『在宅医療と介護を 

学ぶ会』の講座を開催した。 
 

　　　※　「人生会議」とは、将来のもしもの時に備えて、自分の思いを家族と話し合っておく

こと。厚生労働省が広めている呼び名で、正式には ACP（アドバンス・ケア・プランニ

ング） と呼ばれる。 

 

７　一般介護予防事業 

（１）　介護予防普及啓発 

　　①住民主体による介護予防活動として『いきいき百歳体操』の団体立ち上げ支援 

　体操実施団体　６６団体　参加者数　９５５人 

 

　　②『いきいき百歳体操』の活動継続のための支援 

　　　〇百歳体操リーダー研修会の開催 

　　　　　　参加者：１０８人 

〇体操実施団体に栄養や運動に関する専門職等の派遣による講話 

　　　　専門職： 管理栄養士、保健師、理学療法士、作業療法士、歯科衛生士、 

健康運動指導士 

　　　　派遣回数：１７０回 

　　　　　 

 

 

 

（２）　出前講座の開催 

　　　　リハビリテーション専門職等の医療職等を講師に認知症予防、介護予防等の

出前講座の開催 

　　　　〇開催回数：１２回　延参加者　４５２人

 令和４年 令和５年 令和６年

 団体数 ４８　 ５６　 ６６　

 延参加者数 ７５５　 ８４９　 ９５５　

〔リーダー研修会の様子］


